
香川医療生協は、あらゆる暴力、武力行使、戦争に反対します。紛争の平和的解決を！

毎
年
恒
例
の
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
昨
年
は
多
く
の
方
が
参
加

し
、「
記
録
す
る
こ
と
で
励
み

に
な
っ
た
」「
仲
間
と
一
緒
だ

か
ら
続
け
ら
れ
た
」「
鏡
に
向

か
っ
て
に
っ
こ
り
コ
ー
ス
で
笑

顔
に
勝
る
化
粧
無
し
！
を
実

感
し
た
」「
孫
と
一
緒
に
毎
日

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
て
楽
し

か
っ
た
」
な
ど
喜
び
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

60
日
間
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通

し
て
自
分
の
健
康
と
生
活
習
慣

を
振
り
返
り
、
健
康
づ
く
り
を

進
め
、
さ
ら
に
家
族
や
地
域
に

広
め
ま
し
ょ
う
。

一
押
し
ポ
イ
ン
ト

一
押
し
ポ
イ
ン
ト

１
．
医
療
・
介
護
の
専
門
職
が

考
案
し
た
12
の
コ
ー
ス
！

２
．
み
ん
な
で
一
緒
に
取
り
組

む
こ
と
で
継
続
力
ア
ッ
プ
！

３
．
豪
華
Ｗ
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
や

る
気
ア
ッ
プ
！

お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
、

お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
、

み
ん
な
で
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

み
ん
な
で
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
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今
号
の
内
容

1
面
　
み
ん
な
で
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

2
面
　
第
45
期
第
57
回
通
常
総
代
会

の
ご
報
告

	

体
つ
く
り
隊
（
番
外
編
）

3
面
　
続
・
ど
う
な
っ
て
る
？
香
川

県
の
救
急
・
災
害
時
の
医
療

体
制

4
面　

私
の
健
康
長
寿
の
秘
訣

５
面
　
読
者
だ
よ
り

	

お
た
の
し
み
ク
イ
ズ

6
面
　
支
部
ト
ピ
ッ
ク
ス

7
面
　
診
療
案
内

8
面
　
認
知
機
能
に
も
影
響
？
加
齢

性
難
聴
に
つ
い
て

	

健
康
レ
シ
ピ

電話受付時間：平日9時～16時
070-3159-4975
メール：24時間受付

yoshihara@kagawa.coop

健康、仕事、生活などのお困りごとは

医療生協の相談窓口まで

相談無料・秘密厳守

香川医療生協相談窓口 香
川

医
療

生
協

相
談

窓
口

香川医療生協相談窓口香
川

医
療

生
協

相
談

窓
口

居場所活動で早朝にラジオ体操を行っている一宮支部のみなさん

●●●●●昨年のチャレンジ参加者の感想●●●●●

TEL（087）833-8115
TEL（087）888-7172
TEL（087）812-5331

組 合 員 活 動 部
高松南組合員センター
高松東組合員センター

香川医療生協の現況
（2024年₇月31日現在）

組合員数………………… 48,271人
出資金額…………… 925,324千円
一人平均出資金額……… 19,169円

医
療
生
協
を
強
く
、
大

き
く
す
る
生
協
強
化
月
間

が
9
月
20
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

今
年
も
各
地
域
で
、
支

部
主
催
の
楽
し
い
行
事

や
、
フ
レ
イ
ル
予
防
を
始

め
と
し
た
健
康
づ
く
り
に

役
立
つ
企
画
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
あ
な
た
も
医
療
生

協
の
活
動
に
参
加
し
て
、

新
し
い
出
会
い
と
つ
な
が

り
を
広
げ
ま
し
ょ
う
！
月

間
中
に
増
資
へ
の
ご
協

力
、
ま
た
、
お
知
り
合
い

の
方
に
医
療
生
協
へ
の
加

入
も
ぜ
ひ
お
勧
め
下
さ
い
。

新しい出会いと活動参加を楽しく広げ、
これからの医療生協づくりを進める第一歩に

～9月20日～11月30日は生協強化月間～

どれにチャレンジしても健
康になれそうで、終わって
もできそうなものはチャレ
ンジしてみようと思った。

歯磨きを嫌がっていた娘
が、シールを貼るのが楽し
みで歯磨き習慣が身に付
き、時間になると「ママ磨
くよー」と誘ってくれます。

ホームページインスタグラム



みんなの健康　2024年　9・10月号　第 259 号　（2）

さ
る
６
月
24
日
13
時
よ
り
、

レ
ク
ザ
ム
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
に

て
、
第
45
期
第
57
回
通
常
総
代

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

５
年
ぶ
り
に
出
席
制
限
の
な

い
総
代
会
と
な
り
、
総
代
、
理

事
、
事
務
局
員
ら
合
わ
せ
て

１
５
０
名
ほ
ど
の
参
加
者
と
な

り
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
香
川
県
健
康

福
祉
部
次
長
の
久
保
幸
司
様
、

高
松
市
健
康
福
祉
局
長
寿
福
祉

部
部
長
の
石
野
知
津
様
よ
り
ご

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

議
案
説
明
に
先
立
ち
、
四
課

題
を
達
成
し
た
支
部
や
、
10
年

以
上
活
動
を
継
続
さ
れ
て
い
る

居
場
所
の
代
表
者
の
方
の
紹
介

並
び
に
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
総
代
会
で
は
、

①
２
０
２
３
年
度
の
活
動
の
ま

と
め
と
２
０
２
４
年
度
方
針

医療生協のとりくみに「ちょっとだけボランティア」して頂ける方、まずは、ご連絡ください【組合員活動部　☎087-833-8115】

②
２
０
２
３
年
度
決
算

③
２
０
２
４
年
度
予
算

④
役
員
選
任

⑤
役
員
報
酬
限
度
額

⑥
監
事
監
査
規
則
改
定

な
ど
が
提
案
さ
れ
た
他
、
平

和
病
院
や
み
き
診
療
所
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
の
特
別
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

議
案
に
対
し
４
名
の
総
代
と

１
名
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
よ
る

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
発
言
内

容
は
、
診
療
所
の
支
援
を
受
け

て
の
看
取
り
の
体
験
報
告
、
平

和
病
院
移
転
地
の
災
害
対
応
、

理
事
の
新
し
い
活
動
の
あ
り
方

や
病
院
移
転
後
の
交
通
支
援
、

鹿
る
る
ぶ
の
存
続
や
代
替
場
所

に
つ
い
て
、
９
条
の
碑
建
設
運

動
に
つ
い
て
な
ど
で
し
た
。

総
代
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
発

言
を
受
け
、
ま
と
め
と
し
て
、

看
取
り
の
支
援
が
で
き
て
そ
れ

を
評
価
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と

は
ス
タ
ッ
フ
の
励
み
に
な
り
う

れ
し
い
こ
と
、
平
和
病
院
移
転

地
の
災
害
対
策
や
通
院
支
援
に

つ
い
て
、
理
事
の
活
動
に
つ
い

て
新
し
い
条
件
を
う
ま
く
使
っ

て
い
く
こ
と
、
鹿
る
る
ぶ
に
つ

い
て
は
７
月
の
報
告
会
を
も
と

に
議
論
を
進
め
る
こ
と
、
９
条

の
碑
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

意
義
や
現
状
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
採
決
と
な

り
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
は
組
合
員
の

期
待
に
応
え
る
べ
く
建
設
運
動

を
計
画
す
る
予
定
で
す
が
、
建

設
費
の
高
騰
が
激
し
く
、
簡
単

に
は
進
み
そ
う
に
あ
り
ま
せ

ん
。
無
理
な
投
資
に
な
ら
な
い

よ
う
、
新
し
い
理
事
会
で
も
慎

重
に
判
断
し
て
い
く
予
定
で
す

の
で
、
今
後
と
も
医
療
生
協
の

活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。専

務
理
事　
小
池
康
有

【
理
事
長
・
専
務
理
事
・
常
務
理
事
／
新
任
（
全
体
・
地
域
区
分
）

・
退
任
理
事
（
地
域
区
分
）
／
監
事
の
紹
介
】

〈
理
事
長
〉

高
松
協
同
病
院
院
長	

北
原　
孝
夫

〈
専
務
理
事
〉

生
協
本
部	

小
池　
康
有

〈
常
務
理
事
〉

生
協
本
部
組
合
員
活
動
部
部
長

	

辻
井　
正
基

生
協
本
部
人
事
部
部
長	

中
津　
洋
二

生
協
本
部
事
業
部
部
長	

福
永　
智
也

東
讃
ブ
ロ
ッ
ク
平
井
支
部

	

井
川
依
志
美

高
松
西
ブ
ロ
ッ
ク　
一
宮
支
部

	

笠
井　
　
一

〈
新
任
理
事
〉

四
国
学
院
大
学
社
会
学
部
学
部
長

	

片
山　
昭
彦

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　
香
川
県
支
部
代
表	

松
木
香
代
子

中
西
讃
ブ
ロ
ッ
ク　
丸
亀
南
支
部

	

芥　
一
男

高
松
東
ブ
ロ
ッ
ク　
は
や
し
支
部

	

上
原　
　
孝

高
松
中
央
ブ
ロ
ッ
ク　
南
部
支
部

	

岡
田　
元
彰

高
松
南
ブ
ロ
ッ
ク　
山
田
支
部

	

落
合　
貞
夫

中
西
讃
ブ
ロ
ッ
ク　
飯
山
支
部

	

佐
川　
晴
雄

中
西
讃
ブ
ロ
ッ
ク　
坂
出
支
部

	

篠
原　
め
ぐ
み

高
松
南
ブ
ロ
ッ
ク　
太
田
南
支
部

	

多
田　
邦
夫

高
松
中
央
ブ
ロ
ッ
ク　
土
庄
支
部

	

田
宮　
　
博

高
松
東
ブ
ロ
ッ
ク　
川
添
地
域

	

豊
岡　
由
里

高
松
東
ブ
ロ
ッ
ク　
玉
藻
支
部

	

藤
井　
　
明

高
松
西
ブ
ロ
ッ
ク　
一
宮
支
部

	

藤
沢　
一
秀

〈
退
任
理
事
〉

高
松
中
央
ブ
ロ
ッ
ク　
光
洋
支
部

	

岩
田　
重
一

高
松
南
ブ
ロ
ッ
ク　
山
田
支
部

	

加
藤　
昭
彦

高
松
西
ブ
ロ
ッ
ク　
香
東
支
部

	

公
森　
明
子

中
西
讃
ブ
ロ
ッ
ク　
善
通
寺
支
部

	

田
中　
隆
史

高
松
東
ブ
ロ
ッ
ク　
川
添
地
域

	

豊
岡　
哲
二

中
西
讃
ブ
ロ
ッ
ク　
丸
亀
南
支
部

	

刎
田　
鉱
造

高
松
西
ブ
ロ
ッ
ク　
一
宮
支
部

	

樋
口　
孝
幸

東
讃
ブ
ロ
ッ
ク　
さ
ぬ
き
南
支
部

	

古
市　
恵
三

高
松
中
央
ブ
ロ
ッ
ク　
池
田
支
部

	

堀
内　
正
信

高
松
東
ブ
ロ
ッ
ク　
木
太
支
部

	
森　
　
俊
雄

ご
苦
労
様
で
し
た
。

〈
新
任
監
事
〉	

吉
冨　
智
子

〈
退
任
監
事
〉	

引
田　
尚
武

ご
苦
労
様
で
し
た
。

第第
4545
期
第
期
第
5757
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

通常総代会報告

～ポジティブ思考で健康に～	 体つくり隊�（番外編）体つくり隊�（番外編）

朝は「おはよう」、あまり遅いと
「おそよう」。ご飯は「いただきます」
「ごちそうさま」「うまかった」。出か
ける時には「行ってらっしゃい、気を
付けて」。外では「こんにちは」「あり
がとう」「さようなら」。
挨拶は重要。始めの一言で気分が
よくなります。日々の出来事の中
で、以前と比べては、「できなくなっ
た」「前はよかった」と後ろを向いて

も仕方のないこと。前へ進むか、その場にとどまって考える
か、二者択一。元に戻る道はありません。何かひとつでもいい
ことを見つけて、前向きに生きていきましょう。
私の気持ちは、「なるようになる」「何とかなるさ」。理不尽

なことにあうと、「そのうち天罰が下るぞ」と思うようにして

ます。困った時には誰かに相談。一人では堂々巡り。話すと気
が楽になり、悩みも整理できますね。長電話もいいですね。行
くより楽だし。声で表情も想像できて。スマホなら直に対話で
きますね。
暑いけど外に出て、よその庭の花を眺めたり、散歩で久し

ぶりの方に会えたり、楽しめます。体を動かし、よく眠れま
す。楽しい時には笑顔で、失敗も笑えます。笑い声がある家は
明るいです。ラジオを聴いて、テレビ、新聞の記事からでも、
クスッと笑えるとその日はいいですね。
夜、一日を振り返って、充実した日だったなと感謝して眠

ります。同じ出来事でも考え方、受け取り方で、いい方にも、
落ち込む方にも。どうせなら少しでもいい方に考えて、元気よ
く前向きに。
いかがですか？私流の日々の過ごし方です。参考になれば

幸いです。

香東支部
公森明子さん
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「
み
ん
な
の
健
康
」
5
・
6

月
号
で
は
、
香
川
県
の
救
急
医

療
体
制
の
現
状
に
つ
い
て
県
の

担
当
課
の
方
に
お
聞
き
し
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
香
川
県
の
救

急
時
、
ま
た
災
害
時
の
医
療
体

制
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

★
救
急
時
の

医
療
体
制
に
関
し
て

Q1
．
救
急
車
が
来
て
も
す
ぐ
出

発
で
き
ず
、
数
時
間
待
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
見
た
が
、
な

ぜ
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

病
院
の
対
応
が
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
実
情
を
教
え
て
下

さ
い
。

Ａ
．
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
受

入
医
療
機
関
の
選
定
に
時
間

を
要
す
る
事
案
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
選
定
に
時
間
を
要
す
る

原
因
と
し
て

は
、
救
急
隊
か

ら
医
療
機
関
に

連
絡
し
た
際
、

手
術
中
・
患
者

対
応
中
も
し
く

は
ベ
ッ
ド
が
満

床
、
又
は
処
置

困
難
で
受
け
入

れ
先
が
な
か
な

か
決
定
し
な
い

と
い
う
理
由
が

多
く
を
し
め
て

い
ま
す
。

県
で
は
、
県

内
の
医
療
機
関

や
消
防
機
関
な

ど
で
構
成
す

る
「
香
川
県
メ

デ
ィ
カ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
協
議
会
」
に
お
い

て
、
救
急
の
最
前
線
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
共
通
認
識
を
広

げ
る
た
め
の
「
オ
ー
ル
香
川

救
急
サ
ポ
ー
ト
宣
言
」
を
令

和
5
年
3
月
に
発
出
し
、
各

医
療
機
関
の
役
割
に
応
じ
た

対
応
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
搬
送
件
数
が

増
加
し
て
い
る
中
で
、
救
急

搬
送
さ
れ
た
方
の
約
4
割
が

入
院
を
要
し
な
い
軽
症
患
者

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
真
に
必

要
な
場
合
に
適
切
に
救
急
搬

送
を
行
う
た
め
、
県
民
に
診

療
時
間
内
の
受
診
を
呼
び
掛

け
る
と
と
も
に
、
夜
間
の
急

病
や
け
が
な
ど
の
際
に
、
直

ち
に
医
療
機
関
を
受
診
す
べ

き
か
ど
う
か
を
看
護
師
な
ど

が
助
言
す
る
「
救
急
電
話
相

談
事
業
」
を
実
施
し
て
お

り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
今
後
も
救
急
医
療

体
制
の
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

Q2
．
救
急
車
を
呼
ん
だ
際
の
搬

送
先
は
、
か
か
り
つ
け
医
等

患
者
の
希
望
は
あ
る
程
度
考

慮
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
．
か
か
り
つ
け
医
や
持
病
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
救
急
隊

か
ら
ど
の
病
院
に
連
絡
を
す

る
か
の
参
考
と
な
り
ま
す
の

で
ぜ
ひ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
、
救
急
車
を
呼
ぶ

時
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、

消
防
庁
が
「
救
急
車
を
上
手

に
使
い
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て

お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

Q3
．
令
和
2
年
～
4
年
ま
で
搬

送
困
難
事
例
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
そ
の
内
訳
は
？

Ａ
．
救
急
搬
送
困
難
件
数
は
令

和
2
年
度
の
約
５
０
０
件
か

ら
約
３
，０
０
０
件
と
２
，５
０
０

件
（
６
倍
）
程
度
増
加
し
て

お
り
、
そ
の
内
、
コ
ロ
ナ
疑

い
の
件
数
は
約
７
０
０
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
と
し

て
、
特
定
の
疾
患
で
大
き
く

割
合
が
増
え
て
い
る
も
の
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
傷
病
の

件
数
が
同
じ
よ
う
に
増
え
て

い
ま
す
。

Q4
．
救
急
の
地
域
間
格
差
は
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．
人
口
に
対
し
て
病
院
が
少

な
い
地
域
は
救
急
車
の
到
着

か
ら
受
入
医
療
機
関
が
決
ま

る
ま
で
時
間
を
要
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
近
年
で

は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る

救
急
出
動
件
数
に
伴
い
、
県

内
全
域
で
救
急
搬
送
困
難
件

数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

★
災
害
時
の

医
療
体
制
に
関
し
て

Q1
．
災
害
時
に
、
持
病
の
薬
を

継
続
し
て
患
者
に
供
給
す
る

仕
組
み
は
構
築
さ
れ
て
い
ま

す
か
？

Ａ
．
災
害
急
性
期
用
に
応
急
救

護
所
等
に
お
い
て
必
要
と
さ

れ
る
医
薬
品
、
医
療
資
器
材

及
び
血
圧
降
下
剤
な
ど
の
慢

性
疾
患
用
医
薬
品
を
搬
送
用

容
器
に
収
納
し
、
県
下
28
箇

所
の
医
療
機
関
等
に
備
蓄
す

る
と
と
も
に
、
香
川
県
医
薬

品
卸
業
協
会
に
加
盟
の
医
薬

品
卸
売
販
売
業
者
４
社
の
流

通
在
庫
を
活
用
し
て
、
香
川

県
地
震
・
津
波
被
害
想
定
に

お
け
る
南
海
ト
ラ
フ
の
最
大

ク
ラ
ス
の
地
震
に
よ
る
負
傷

者
数
１
９
，０
０
０
人
（
１
日

分
）
に
対
応
で
き
る
よ
う
医

薬
品
等
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
災
害
時
は
受
診

で
き
ず
、
飲
ん
で
い
る
薬
が

足
り
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
医

と
相
談
し
持
病
の
予
備
薬
を

準
備
す
る
と
と
も
に
、
お
薬

手
帳
を
携
帯
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

Q2
．
透
析
や
在
宅
酸
素
療
法
を

し
て
い
る
患
者
が
、
災
害
時

も
継
続
し
て
行
え
る
仕
組
み

は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．
県
で
は
、
香
川
県
透
析
医

会
と
連
携
し
、
大
規
模
災
害

発
災
時
に
、
県
内
の
人
工
透

析
医
療
機
関
の
被
災
状
況
や

透
析
対
応
の
可
否
、
受
入
状

況
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
収
集
し
た
情
報
を
も

と
に
、
人
工
透
析
患
者
等
の

医
療
の
中
断
が
致
命
的
と
な

る
患
者
へ
の
医
療
提
供
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

在
宅
人
工
呼
吸
療
法
や
在

宅
酸
素
療
法
を
受
け
て
い
る

神
経
難
病
患
者
の
う
ち
、
同

意
が
得
ら
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
各
保
健
所
で
災
害
時
要

援
護
難
病
患
者
個
別
支
援
票

及
び
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
平

常
時
か
ら
の
関
係
機
関
と
の

連
絡
体
制
や
、
災
害
時
に
お

け
る
難
病
患
者
の
安
定
し
た

療
養
生
活
が
継
続
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

Q3
．
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
災
害

時
に
は
ど
ん
な
役
割
を
果
た

す
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
．
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
い
ざ

災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
技
術

と
知
識
を
身
に
着
け
る
こ
と

が
で
き
る
体
験
型
学
習
施
設

で
す
。
地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー

や
煙
避
難
体
験
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、
地
震
や
火
災
な
ど
の
疑

似
体
験
が
で
き
ま
す
の
で
、

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
る
た

め
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

続
・
ど
う
な
っ
て
る
？

続
・
ど
う
な
っ
て
る
？

香
川
県
の
救
急
・
災
害
時
の
医
療
体
制

香
川
県
の
救
急
・
災
害
時
の
医
療
体
制

地
域
で
い
の
ち
を
守
る

「機関紙をホームページで見るようにしたい」場合など、機関紙の受け取り方の変更、停止ができます【☎087-833-8115】
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9
月
16
日
は
敬
老
の
日
。
そ

こ
で
編
集
委
員
会
で
は
、
90
歳

を
超
え
て
、
元
気
に
活
躍
さ
れ

て
い
る
6
名
の
組
合
員
の
方

に
、
健
康
長
寿
の
秘
訣
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

質
問
項
目
：

①
趣
味
・
生
き
が
い

②
食
生
活

③
健
康
の
秘
訣

栗
藤
支
部
　小野
煇
子
さ
ん
（
94
）

①
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
詩
吟
、
体
操

②
玄
米
食
、
緑
色
野
菜
を
中
心

に
食
べ
て
い
る
。

③
歩
行
訓
練
、
足
ふ
み
、
ラ
ジ

オ
体
操
な
ど
体
を
動
か
す
こ

と
を
意
識
し
て
い
る
。
い
つ

も
ほ
が
ら
か
に
過
ご
す
。

丸
亀
南
支
部
　

行
成
芳
枝
さ
ん
（
91
）

①
聴
力
は
と
て
も
弱
い
が
、
目

が
良
い
の
で
、
本
、
新
聞
等

読
む
の
が
好
き
。
テ
レ
ビ
は

旅
番
組
、
ク
イ
ズ
を
字
幕
で

楽
し
ん
で
い
る
。
月
2
回
、

仲
良
し
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

お
し
ゃ
べ
り
す
る
。

②
「
ま
ご
わ
や
さ
し
い
」（
注
）

を
ま
ん
べ
ん
な
く
食
す
る
よ

う
意
識
し
て
い
ま
す
。
量
は

多
く
な
い
で
す
が
、
美
味
し

く
食
べ
て
い
ま
す
。

（
注
）
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

る
た
め
に
食
事
に
取
り
入
れ

た
い
、
7
つ
の
食
材
の
頭
文

字
か
ら
成
る
言
葉
。「
ま
」

は
ま
め
類
、「
ご
」
は
ご
ま

な
ど
の
種
実
類
、「
わ
」
は

わ
か
め
な
ど
の
海
藻
類
、

「
や
」
は
野
菜
、「
さ
」
は
魚

な
ど
の
魚
介
類
、「
し
」
は

し
い
た
け
な
ど
の
き
の
こ

類
、「
い
」
は
い
も
類
。

③
掃
除
。
洗
濯
。
三
度
の
食

事
づ
く
り
（
献
立
を
考
え

る
）。
踏
み
台
50
回
。
30
坪

く
ら
い
の
畑
で
野
菜
・
花
を

作
る
。

丸
亀
南
支
部
　行成
格
さ
ん
（
95
）

①
テ
レ
ビ
鑑
賞
（
プ
ロ
野
球
観

戦
・
巨
人
フ
ァ
ン
）。
買
い

物
リ
ス
ト
を
作
り
、
必
要
な

物
を
週
一
度
買
物
す
る
。

②
妻
の
作
っ
て
く
れ
る
食
事
を

お
い
し
く
完
食
。
10
時
と
3

時
の
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
。
週

一
度
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
で

コ
ー
ヒ
ー
と
ポ
テ
ト
を
楽
し

む
。

③
起
床
時
、
布
団
の
中
で
軽
く

体
操
。
好
奇
心
と
感
謝
。
朝

食
後
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ

シ
ー
ン
（
5
分
間
）。

玉
藻
支
部
　鎌田

盛
子
さ
ん
（
91
）

①
運
動
大
好
き
（
毎
日
30
分

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
。
月
1
回
は

八
栗
寺
、
屋
島
寺
へ
歩
い
て

登
り
ま
す
）。
い
ろ
い
ろ
な

行
事
に
参
加
し
て
、
皆
と
お

話
し
す
る
。

②
好
き
嫌
い
な
し
。
何
で
も
食

べ
ま
す
。
お
肉
大
好
き
。
果

物
は
柑
橘
類
が
好
き
。

③
好
き
嫌
い
な
く
、
何
で
も
食

べ
る
こ
と
。
毎
日
人
と
会
っ

て
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ

と
。
運
動
を
す
る
こ
と
。

氷
上
支
部
　長尾

昭
雄
さ
ん
（
95
）

①
私
は
今
か
ら
79
年
前
、
昭
和

20
年
8
月
6
日
、
広
島
市
で

被
爆
、
大
け
が
を
し
ま
し

た
。
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
、
戦

争
の
悲
惨
さ
に
つ
い
て
、
戦

争
を
知
ら
な
い
若
い
人
に
語

り
継
い
で
い
く
こ
と
を
生
き

が
い
と
し
て
い
ま
す
。

②
毎
日
、
肉
、
魚
、
野
菜
を

使
っ
て
の
食
事
に
気
を
遣
っ

て
料
理
し
て
い
ま
す
。
毎

朝
、
味
噌
汁
を
食
べ
て
い
ま

す
。
味
噌
汁
の
具
は
種
類
が

多
い
方
が
、
汁
の
味
が
良
い

で
す
。
そ
し
て
、
ワ
カ
メ
は

欠
か
さ
ず
入
れ
て
い
ま
す
。

③
生
き
が
い
を
見
つ
け
る
。
食

事
に
気
を
つ
け
る
。
適
当
な

運
動
を
す
る
。
本
を
読
む
。

心
に
ゆ
と
り
を
持
つ
。

琴
平
支
部
　今田
俊
子
さ
ん
（
92
）

①
息
子
さ
ん
や
娘
さ
ん
と
お
買

い
物

②
自
炊
を
し
て
い
る
。
好
き
嫌

い
が
な
い
。
果
物
が
好
き
。

③
毎
日
、
階
段
を
昇
り
降
り
。

草
抜
き
。

琴
平
支
部
　三好

朝
子
さ
ん
（
92
）

①
散
歩
（
独
唱
）。
み
ん
な
の

健
康
の
手
配
り
。

②
昼
は
弁
当
。
朝
夕
は
自
炊
。

③
自
分
で
自
己
流
で
は
あ
る

が
、
座
っ
た
り
、
横
な
っ
た

り
し
な
が
ら
運
動
し
て
い
る
。

勝
賀
下
笠
居
支
部
　

横
洲
博
子
さ
ん
（
90
）

①
料
理
（
買
い
物
も
自
分
で
行

き
、
テ
レ
ビ
で
知
っ
た
工
夫

を
試
し
た
り
、
作
っ
て
い
て

楽
し
い
で
す
）。
家
庭
菜
園

（
そ
れ
ほ
ど
の
量
は
獲
れ
ま

せ
ん
が
、
季
節
の
野
菜
が
で

き
る
の
が
楽
し
み
で
す
）。

②
決
ま
っ
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
は

あ
り
ま
せ
ん
。
料
理
す
る
量

が
多
く
て
、
作
り
置
き
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
気
ま
ま
な
生
活
。
虹
の
里
の

通
所
リ
ハ
も
週
1
回
利
用
し

て
い
ま
す
。

医療生協の事業の発展のため「毎月増資」「年1回以上の増資」にご協力下さい。【連絡先：事業部 ☎087-833-8956】

私
の
健
康
長
寿
の
秘
訣
！

私
の
健
康
長
寿
の
秘
訣
！

健
康
な
人
生
を
送
る
た
め
に

敬老の日
特集

大好きな
マクドナルド

芳枝さん
格さん
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試
験
…
？

高
松
市　

松
井
啓
子

「
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
認
知

検
査
」
に
少
し
の
不
安
と
緊
張

の
中
、
無
事
通
過
。
生
活
に
欠

か
せ
な
い
車
だ
け
ど
、
こ
れ
か

ら
も
不
要
不
急
の
運
転
は
控

え
、
安
全
第
一
を
心
が
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

健
康
寿
命
を
長
く
す
る
こ
と
が

本
当
に
大
切高

松
市　

匿
名
希
望

平
均
寿
命
が
男
女
と
も
80
代

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
父
は
70

代
前
半
で
病
死
、
母
も
60
代
半

ば
か
ら
が
ん
治
療
中
、
義
母
も

60
代
後
半
で
膝
を
悪
く
し
て
自

由
に
動
け
な
い
状
況
な
の
で
、

健
康
寿
命
を
長
く
す
る
こ
と
が

本
当
に
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
。

食
生
活
で
病
気
に
な
ら
な
い
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
車
に
頼
り

き
っ
た
生
活
で
筋
肉
の
衰
え
も

心
配
な
の
で
、「
足
パ
カ
」
な

ど
簡
単
な
運
動
で
対
策
し
て
ま

す
。

信
頼
で
き
る
医
療
の
支
え

継
続
の
た
め
に

高
松
市　

那
須
英
子

「
み
ん
な
の
健
康
」
毎
回
楽

し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
病
院

の
移
転
は
と
て
も
と
て
も
大
き

い
こ
と
で
、
大
変
な
内
容
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
は
…
こ
れ
ま

で
の
交
渉
、
話
し
合
い
で
前
向

き
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
私
世
代
、
子
ど
も

た
ち
、
孫
た
ち
…
そ
の
子
ど
も

や
孫
…
た
ち
の
た
め
に
、
信
頼

で
き
る
医
療
の
支
え
「
平
和
病

院
」
の
継
続
の
た
め
に
、
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
た
ち
が
頼
る
病
院
で
す
。
助

け
て
い
た
だ
く
ば
か
り
で
す

が
、
協
力
、
参
加
で
き
る
こ
と

を
考
え
な
が
ら
、
今
後
も
応
援

し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に
大

切
な
病
院
で
す
。

在
宅
介
護
19
年
目
で

高
松
市　

沼
田
智
恵
美

在
宅
介
護
19
年
目
の
今
年
5

月
1
日
、
父
が
89
歳
4
か
月
で

旅
立
ち
ま
し
た
。
左
半
身
麻

痺
、
胃
ろ
う
・
全
身
介
助
で
と

て
も
し
ん
ど
か
っ
た
だ
ろ
う
…

み
き
診
療
所
の
往
診
、
訪
問
看

護
、
リ
ハ
ビ
リ
、
ヘ
ル
パ
ー
他

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
方
々
と
の

連
携
に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
自
宅
で
看
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
生
き
き
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
で
も
ま
だ
寂
し
い

日
々
で
す
…
頭
な
で
た
い
な
…

金
魚
の
里
親
に

善
通
寺
市　

小
川
千
恵
美

金
魚
の
餌
を
買
い
に
行
く

と
、「
里
親
募
集
」
と
あ
り
ま

し
た
。
な
ん
と
片
目
の
金
魚
が

い
る
と
い
う
の
で
す
。
我
が
家

に
迎
え
入
れ
、
今
は
二
匹
で
嬉

し
そ
う
に
泳
い
で
い
ま
す
。
元

気
で
長
生
き
し
て
ね
。

孫
の
子
守
を
し
て
い
ま
す

三
木
町　

黒
田
美
弥
子

時
々
1
歳
3
カ
月
の
孫
を
預

か
り
、
じ
じ
、
ば
ば
で
子
守
り

を
し
て
い
ま
す
。
家
中
這
い
回

り
、
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
1
句
。「
這
い
回
る　

孫
に

つ
け
た
い　

お
掃
除
モ
ッ
プ
」

（
笑
）

読読
者者

よよ
だだ

りり
9・10月号

ⓒＭＹ介護の広場

①　
絵
の
中
に
、
左
の
6
つ
の
も
の
と
同
じ
も
の
が
ど
こ
に
あ

る
か
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
郵
便
ハ
ガ
キ
に
絵
を
貼
っ
て
、

同
じ
も
の
6
つ
に
赤
色
印
を
つ
け
て
下
さ
い
。

住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
ご
記
入
の
上
、
身
近
な
出
来
事
、

ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
何
か
「
一
言
」
を
添
え
て
ご
応
募
下

さ
い
。
ご
意
見
・
ご
感
想
は
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
（
匿
名
希
望
の
方
は
、
そ
の
旨
を
お
書
き
下
さ

い
）。

②　
〆
切
　
9
月
末
日

③　
抽
選
で
６
名
様
に
粗
品
進
呈
。

④　
当
選
者
は
紙
面
で
発
表
し
ま
す
。

⑤　
宛
先　
〒
７
６
０	–	

０
0
７
１　
高
松
市
藤
塚
町
１–

17	 –	

１

香
川
医
療
生
協
組
合
員
活
動
部
内

『
み
ん
な
の
健
康
』
編
集
委
員
会

７・
８
月
号
の
お
た
の
し
み
ク
イ
ズ
は
、
次
の
6
名
の
方
が

当
選
と
な
り
ま
し
た

当
選
者
（
敬
称
略
）

奥
平
　
　
剛　
高
松
市	

宮
武
　
明
子　
高
松
市

新
永
　
君
枝　
高
松
市	

砂
川
　
磯
次　
高
松
市

河
井
千
賀
子　
丸
亀
市	

松
原
　
佳
弘　
三
木
町

おたのしみクイズ

私
の
私
の

と
っ
て
お
き
の
作
品

と
っ
て
お
き
の
作
品

「みんなの健康」編集委員会では、紙面に掲載
する読者のみなさんからのお便りや様々な作品

（写真、絵手紙、切り絵、俳句、短歌等々）を募
集しています。採用させていただいた方にはもれ
なく粗品を進呈！
【送付先】　〒760―0071高松市藤塚町1-17-1

香川医療生協組合員活動部内
『みんなの健康』編集委員会

【メールアドレス】m-tsujii@kagawa.coop

手作りミニポーチ
高松市　小松美智子

かごバッグ作りに挑戦
高松市　久米山げんき会
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2カ月に1回　ご近所5〜10軒の機関紙手配り・高齢者見守り活動にご協力ください。【連絡先：組合員活動部 ☎087-833-8115】

白
山
支
部
は
、
香
川
県
東
部

に
位
置
し
、
山
の
ふ
も
と
、
四

国
唯
一
の
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が

あ
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。	

現
在
4
つ
の
班
が
あ
り
、
全

て
自
立
班
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
ｍ
ｉ
ｋ
ｉ
カ
フ
ェ
に
参

加
し
、
美
味
し
い
物
を
食
べ
、

班
員
達
で
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り

し
て
帰
る
班
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
た
後
食
事
会
を
す
る

班
、
お
花
の
お
け
い
こ
を
す
る

班
も
あ
り

ま
す
。
組

合
員
さ
ん

の
高
齢
化

が
進
み
、

班
づ
く
り

が
中
々
難

し
く
、
白

山
支
部
も

昨
年
ま
で

は
班
づ
く

り
が
目
標

達
成
す
る

事
が
で
き

な
く
、
弱

点
の
ひ
と

つ
で
し
た

が
、
今
年

は
、
支
部

会
終
了
時

に
は
、
新
班
が
で
き
、
活
動
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。	

毎
年
支
部
総
会
で
決
め
た
四

課
題
は
な
る
べ
く
早
く
に
目
標

達
成
し
、
後
は
ゆ
っ
く
り
し
ま

し
ょ
う
と
い
う
事
を
モ
ッ
ト
に

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。	

ｍ
ｉ
ｋ
ｉ
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ

ン
し
て
、
7
月
で
10
年
目
に
入

り
ま
す
。
当
所
こ
ん
な
に
長
く

続
け
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ｍ
ｉ
ｋ
ｉ
カ

フ
ェ
に
来
所
し
て
下
さ
っ
た
人

が
組
合
員
に
な
っ
て
く
れ
た

り
、
手
配
り
さ
ん
に
な
っ
て
く

れ
た
り
、
知
人
を
誘
っ
て
く
れ

た
り
と
、
ｍ
ｉ
ｋ
ｉ
カ
フ
ェ
の

中
で
楽
し
く
和
気
あ
い
あ
い
と

し
て
い
る
姿
を
い
つ
ま
で
も
見

ら
れ
る
事
を
願
い
な
が
ら
、
支

部
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
い
け
た
ら
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。支

部
長　
佐
藤
多
恵
子

栗
藤
支
部
の
運
営
委
員
は
、

み
ん
な
歌
が
好
き
！
2
年
前
の

支
部
総
会
で
支
部
長
が
、「
う

た
ご
え
班
会
を
作
り
た
い
。
一

緒
に
楽
し
く
歌
を
歌
い
ま
し
ょ

う
」
と
参
加
者
を
募
集
し
て
、

う
た
ご
え
班
会
の
『
す
ず
め
の

学
校
』
を
結
成
し
ま
し
た
。
当

初
、
班
員
3
名
と
運
営
委
員
数

名
で
構
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

も
っ
と
人
数
を
増
や
し
た
い
と

思
い
、
支
部
ニ
ュ
ー
ス
で
広
く

参
加
者
の
募
集
を
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、
問
い
合
わ
せ
か
ら
の

参
加
や
そ
の
参
加
し
て
く
れ
た

人
か
ら
の
紹
介
も
あ
り
、
今
で

は
参
加
者
が
10
名
に
な
っ
て
い

ま
す
。

班
会
で
は
発
声
練
習
か
ら
始

ま
り
、
す
べ
て
ア
カ
ペ
ラ
で

「
み
か
ん
の
花
の
咲
く
丘
」
や

「
あ
め
ふ
り
」
な
ど
の
季
節
の

童
謡
や
各
自
リ
ク
エ
ス
ト
曲
を

歌
い
、
毎
回
最
後
は
「
今
日
の

日
は
さ
よ
う
な
ら
」
で
終
わ
り

ま
す
。
1
時
間
～
1
時
間
半
の

班
会
で
15
曲
以
上
歌
っ
て
い
ま

す
が
、
み
ん
な
ま
だ
ま
だ
歌
い

足
り
な
い
よ
う
で
、
近
い
う
ち

に
班
会
後
に
カ
ラ
オ
ケ
に
行
こ

う
と
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

歌
を
歌
う
こ
と
で
ス
ト
レ
ス

発
散
に
な
り
、
口
腔
環
境
が
整

い
誤
嚥
防
止
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
な
に
よ
り
み
ん
な
で
歌
う

こ
と
は
楽
し
い
も
の
で
す
。
班

会
後
の
お
し
ゃ
べ
り
も
ち
ょ
っ

と
し
た
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
一
緒
に
歌
っ
て

く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
気
に
な
っ
た
方
は
ぜ
ひ

見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。
一
緒

に
歌
い
ま
し
ょ
う
♪

す
ず
め
の
学
校
班　橋

本
紀
代
恵

毎回多くの人が訪れるmikiカフェ

ｍ
ｉ
ｋ
ｉ
カ
フ
ェ
を

拠
点
に
楽
し
い

支
部
活
動
を
!!

白山
支部

支部支部
トピックストピックス
支部の活動を紹介

手作り総菜は職員にも人気

う
た
ご
え
班
の

紹
介

栗藤
支部

班会で歌う曲は15曲以上

班会後のおしゃべりも楽しみ
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診 療 案 内診 療 案 内 担当医師については、急な変更もありますので、
事前に各事業所へお問い合わせ下さい

2024年₉月１日現在

暮らしのお困りごと、ご相談に応じます。【連絡先：組合員活動部 ☎087-833-8115】

高 松 平 和 病 院 （救急指定病院） 代表電話:087−833−8113

高 松 協 同 病 院 ☎（087）833−2330
■内科・リハビリ科　

月 火 水 木 金 土

午前 9 :00 〜 12 :00 津島 久加 阪梨 間嶋
担当医

津島（第1のみ）

北原孝
津島（第1・3・5）

北原孝（第2・4）

午後 3 :00 〜 5 :00 津島 阪梨 津島（第1のみ）

■整形外科　⃝午後の診療はありません。

月 火 水 木 金 土
午前　9:00 〜 12 :00 栗生 栗生

へいわこどもクリニック ☎（087）835−2026　病児保育はとぽっぽ ☎087−835−2065
月 火 水 木 金 土

午 　　　前 9:00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 13 :00
午 　　　後 3:00 〜 7 :00 3 :00 〜 7 :00 3 :00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00 3 :00 〜 7 :00

⃝月・火・水・金午後1:30 〜 3:00は、乳幼児健診、予防接種、専門外来などを行っています。

善 通 寺 診 療 所 ☎（0877）62−0311
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :00 安田 安田（11:00まで） 安田 安田（11:00まで） 藤原 担当医/安田（12:30まで）

午後　2:00 〜  5 :00 安田 （訪問診療） 安田 （訪問診療） 安田/藤原（17:30まで）

⃝火・木午後は訪問診療を行っています。⃝受付は診療時間の15分前まで。

生 協 み き 診 療 所 ☎（087）891−0303
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :00 担当医 田中（内科） 田中（内科） 穴吹
田中（訪問診療） 田中（内科） 田中（第1・3）

穴吹（第2）

午後　3:00 〜  6 :00 （訪問診療） 津島（内科）
（訪問診療） （訪問診療） （訪問診療） 担当医（内科）

（訪問診療）
※第4・第5土
曜日は休診

生 協 へ い わ 歯 科 ☎（087）837−6480
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :30 砂田・大西 尾平野・砂田 尾平野・大西 砂田・大西（第2・4） 尾平野・大西 担当医※
午後 12 :30 〜  6 : 30 砂田・大西 尾平野・砂田 尾平野・砂田 尾平野・砂田 担当医※

⃝受付は診療終了時間の30分前まで。　⃝訪問診療もしています。　※土曜は午後1:00までと午後2:00 〜 5:00まで。

月 火 水 木 金 土

内 科
午　前

9:00 〜 12 :00
蓮井・岡田

植本真・豊岡
高木・岡田（2・4・5）

植本真（1・3）・担当医
担当医・植本一
佐藤龍・高木

高木・担当医
原田

豊岡・原田・穴吹・
蓮井・植本真

担当医
（一診・二診）

午　後
3:00 〜 5 :30

高木・植本一
担当医

何森晶
原田・岡田

担当医
岡田（2 〜 4時） 担当医

内科外来の診療受付時間の変更のお知らせ
予約のない方の平日の内科外来診療受付時間　　（旧）17:30まで　▷（新）16:00まで

乳 腺 外 来 午　前
9:00 〜 12 :00 何森亜 何森亜

（第1・3・5） 何森亜

⃝乳腺外来は午後休診です。

緩 和 ケ ア
相 談 外 来

午　前
9:30 〜 10 :30

大西
（予約要）

蓮井
（予約要）

午　後
 3 :00 〜 4 :00

大西
（予約要）

整 形 外 科
午　前

（予約優先）
真鍋（当日受付）

中平 真鍋 中平 真鍋（第2・4・5） 中平 真鍋（第1・3）
中平（第2・4・5）

午　後
 3 :00 〜 4 :00

（完全予約制）
田賀谷（第1・3）

整形外科外来の変更のお知らせ
2024年4月より、外来日を変更したのでご了承ください。
火曜日：真鍋　　水曜日：中平　　第1・3金曜日：田賀谷

★
診
療
体
制

に
つ
い
て

●内　　科 ・午前の予約をお取りでない方の受付時間は12時までとさせていただいております。
・午後の予約をお取りでない方の診療開始時間は3時からです。

●整形外科
・診察は予約制となっていますが、8：30から9：30まで当日受付も行っています。
・予約外の患者さまは待ち時間が長時間になりますのでご理解のほどよろしくお願いします。
・第₁・₃木曜日は休診です。

診療予約、お問い合わせは、
代表電話をご利用下さい

外
来
部
門

【電話対応時間】
内科

平日 9:00 〜 17:30　
土曜 9:00 〜 12:30

乳腺外来
平日 9:00 〜 17:00　
土曜 9:00 〜 12:30

緩和ケア相談外来
平日 9:30 〜 16:00

整形外科
平日 11:00 〜 17:00　
土曜 11:00 〜 12:30

入
院
部
門

【電話対応時間】
9:00 〜 21:00

健
診
部
門

【電話対応時間】
平　日 9:00 〜 17:00
土曜日 9:00 〜 12:30

〈高松平和病院エリア〉
介 護 老 人 保 健 施 設「 虹 の 里 」
☎（087）862 − 6541

介護支援センター「ほのぼの」
☎（087）862 − 6516

訪問看護ステーション「ひまわり」
☎（087）862 − 1039

ヘルパーステーション「虹の里」
☎（087）862 − 6689

デイサービスセンター「ぽっぽ藤塚」
☎（087）813 − 1621

児童発達支援・放課後等デイサービス「おむすび」
☎（087）815 − 5631

〈高松協同病院エリア〉
介 護 支 援 セ ン タ ー 協 同
☎（087）812 − 5502

高松協同病院通所リハビリテーション
☎（087）833 − 2401

高松協同病院訪問リハビリテーション
☎（087）833 − 2416

デイサービス「六条さんち」（民家型）
☎（087）887 − 2603

〈善通寺診療所エリア〉
訪問看護ステーション「ほがらか」
☎（0877）56 − 5566

ヘルパーステーション「ほがらか」
☎（0877） 56 − 5578

〈生協みき診療所エリア〉
訪問看護ステーション「みき」
☎（087）891 − 0503

ヘルパーステーション「みき」
☎（087）891 − 0532

香川県救急電話相談の番号
（受付時間　毎日午後 7 時～翌朝 8 時）

一般向け　087-812-1055
小児向け　087-823-1588
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が
る
こ
と
は
各
所
で
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

加
齢
性
難
聴
の
対
処
法
と
な

る
補
聴
器
の
種
類
は
多
岐
に
わ

た
り
、
細
か
い
評
価
・
フ
ィ
ッ

テ
ィ
ン
グ
が
必
要
で
す
。

聴
力
、
難
聴
タ
イ
プ
に
合
わ

な
い
補
聴
器
を
使
用
し
て
い
る

と
雑
音
が
増
す
だ
け
で
な
く
、

難
聴
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一般
の
眼

鏡
販
売
店
や
通
販
で
も
補
聴
器

は
手
に
入
り
ま
す
が
、
補
聴
器

外
来
を
行
っ
て
い
る
耳
鼻
科
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
頭
頸
部
外

科
学
会
認
定
の
補
聴
器
相
談
医

を
受
診
し
て
、
補
聴
器
が
必
要

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
一
定
の

医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
香
川
県
の
補
聴
器

相
談
医
は
、
日
本
耳
鼻
咽
喉

科
学
会
香
川
県
地
方
部
会
・
香

川
県
耳
鼻
咽
喉
科
医
会
のHP

「
香
川
み
み
・
は
な
・
の
ど
便
利

帳
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。

加
齢
性
難
聴
と
は

聴
覚
は
、
高
音
域
と
低
音
域

に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
一
般
に

40
歳
を
過
ぎ
る
と
高
い
音
か
ら

聞
こ
え
に
く
さ
が
始
ま
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
年
齢

が
進
み
、
50
歳
を
過
ぎ
る
頃
に

な
る
と
、
高
い
音
は
さ
ら
に
聞

こ
え
に
く
く
な
る
と
と
も
に
、

低
い
音
も
聞
こ
え
に
く
く
な
っ

て
き
ま
す
。

初
期
症
状
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
が
、「
お
風
呂
が
沸
い
た

電
子
音
に
気
づ
か
な
い
」「
体

温
計
の
音
が
聞
こ
え
な
い
」「
テ

レ
ビ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
大
き

く
な
っ
た
」「
耳
鳴
り
が
す
る
」

「
声
が
大
き
い
」
な
ど
で
す
。	

こ
の
よ
う
な
症
状
が
見
ら
れ
た

時
、
早
い
段
階
で
耳
鼻
科
を
受

診
す
れ
ば
適
切
に
対
処
で
き
、

聞
こ
え
づ
ら
さ
（
難
聴
）
の
進

行
を
緩
や
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

認
知
面
と
の
関
係
と
対
処
法

研
究
結
果
で
は
、
難
聴
と
認

知
症
と
の
は
っ
き
り
し
た
因
果

関
係
は
十
分
に
結
果
が
で
て
い

ま
せ
ん
が
、
二
次
的
に
難
聴
に

よ
っ
て
会
話
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機
会
が
減
少
す
る
こ

と
で
、
認
知
面
の
低
下
に
つ
な

組合員の転居やご逝去の際は、手続きが必要ですのでお知らせ下さい【連絡先：事業部☎087-833-8956】

み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
物
を
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
ま
す
か
？

我
が
家
に
は
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
や
缶
詰
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
今
回
は

そ
れ
ら
を
使
っ
た
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン

《
作
り
方
》

①	
鶏
む
ね
肉
は
1
㎝
の
厚
さ
に

切
り
、
6
等
分
す
る
。

②
ポ
リ
袋
に
、
塩
、
砂
糖
、
酒

を
入
れ
揉
み
込
み
、
30
分
以

上
お
く
。

③	

そ
の
後
、
薄
力
粉
と
牛
乳
を

入
れ
て
更
に
揉
み
込
む
。

④	

バ
ッ
ト
に
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク

を
広
げ
、
む
ね
肉
を
入
れ
、

コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
を
た
っ
ぷ

り
か
ぶ
せ
て
手
で
ぎ
ゅ
っ
と

押
し
つ
ぶ
す
よ
う
に
し
、

し
っ
か
り
と
つ
け
る
。（
シ
ュ

ガ
ー
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
で
も

出
来
ま
す
が
仕
上
が
り
は
甘

く
な
り
ま
す
）

⑤	

１
６
０
℃
の
油
で
こ
ん
が
り

と
揚
げ
る
。

ツ
ナ
の
粒
マ
ス
タ
ー
ド
サ
ラ
ダ

《
作
り
方
》

①
大
根
は
細
切
り
に
す
る
。
貝

割
れ
大
根
は
5㎝
ほ
ど
に
切
る
。

②
＊
調
味
料
を
よ
く
混
る
。

③	

ツ
ナ
缶
、
大
根
、
貝
割
れ
と

②
の
調
味
料
と
混
ぜ
る
。

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ

《
作
り
方
》

①	

キ
ャ
ベ
ツ
は
短
冊
に
切
る
。

②
玉
ね
ぎ
は
大
き
め
の
み
じ
ん

切
り
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
輪
切

り
に
す
る
。

③	

鍋
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
入

れ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
玉
ね
ぎ
、

ズ
ッ
キ
ー
ニ
を
炒
め
る
。

④	

水
と
コ
ー
ン
缶
、
ロ
ー
リ
エ

を
加
え
て
8
分
ほ
ど
加
熱
す

る
。

⑤	

カ
ッ
ト
ト
マ
ト
缶
と
、
＊
調

味
料
を
加
え
て
ひ
と
煮
立
ち

さ
せ
、
5
分
ほ
ど
煮
込
む
。

介
護
老
人
保
健
施
設
虹
の
里

管
理
栄
養
士　
村
岡
恵
子

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
た

お
手
軽
レ
シ
ピ

お
手
軽
レ
シ
ピ

材料（2～3人前）
むね肉……………… 1枚
塩…………… 小さじ1/2
砂糖………… 小さじ1/2
酒……………… 大さじ1
薄力粉………… 大さじ4
牛乳…………… 大さじ2
コーンフレーク（無糖）
　…………………… 適量
揚げ油

材料
大根……………… 150g
貝割れ大根………… 1ｐ
ツナ缶……………… 1缶

＊塩………… 小さじ1/4
＊粒マスタード…… 小1
＊酢………………… 小1
＊醤油……………… 小1
＊コショウ………… 少々

材料
キャベツ…… 100g
玉ねぎ………… 60g
ズッキーニ…… 60g
コーン缶…… 小1缶
オリーブオイル
　………… 小さじ2
水…………… 300cc
ローリエ……… 1枚

カットトマト缶
　……… 1缶(400g)

＊コンソメ… 小さじ2
＊にんにくチューブ
　……………… 1/4
＊砂糖… 小さじ1/2
＊塩、コショウ
　……………… 適宜

認
知
機
能
に
も
影
響
？

認
知
機
能
に
も
影
響
？

加
齢
性
難
聴
に
つ
い
て

加
齢
性
難
聴
に
つ
い
て

生
協
み
き
診
療
所
言
語
聴
覚
士
　
藤
村
大
輔

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る

　
公
的
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
る
署
名
に

ご
協
力
下
さ
い
！

こ
れ
ま
で
「
み
ん
な
の
健
康
」
で

も
活
動
を
紹
介
し
て
き
た
「
た
か
ま

つ
み
み
の
会
」
が
取
り
組
ん
で
い
る

署
名
に
、
香
川
医
療
生
協
も
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
組

合
員
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま

す
。
署
名
用
紙

の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
高
松
エ
リ
ア

の
各
組
合
員
事
務

所
ま
で
。


